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添付資料-５ 事業事前計画表(基本設計時)

１．案件名

モンゴル国 ダルハン市給水施設改善計画基本設計調査

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け）

モンゴル国では、持続的経済成長による貧困の削減を目標として、｢政府行動計画｣

が2000年に定められた。その中の地域･地方開発計画で全国を５つのブロックに分け、

各々のブロックの中核都市を定め、それらの都市を中心とする地域開発の促進を目指

している。ダルハン市は中央地域の中核都市として位置付けられており、今後、ウラ

ンバートルに次ぐ工業都市としての成長が期待されている。また、｢政府行動計画｣を

実施するための具体的計画として、｢経済成長と貧困削減計画(Economic Growth

Support and Poverty Reduction Strategy Paper: EGSPRS)｣が世界銀行の支援を受け

て策定された。この戦略の５つの柱の一つとして、地方との格差是正を目的とする持

続可能な地域･地方開発があげられている。

ダルハン市は首都ウランバートルから219kmに位置する人口74,526人の地域の中核

都市である。近くに鉄鉱石の鉱山があることから旧ソ連邦時代から製鉄業を初めとす

る工業都市として位置付けられ、近年は製鉄所の拡張、石油精製プラント等の建設や

その他多くの中小工場の進出が予定され、また、モンゴル国の定住化政策のもとで多

くの人々が流入してきている。

しかしながら、同市の給水システムは旧ソ連邦時代に建設されたものの、ソ連邦崩

壊後は資機材の供給と技術指導が途絶え施設の老朽化が著しい。これまで事業者が独

自に修復等を行ってきたものの、年々生産水量が減少し、基幹施設の更新はモンゴル

国の予算が不足している等のため未だ実施されないままで運転されている。人口が増

加しているゲル地区等への給水施設整備が追いついておらず、今後予定されている工

場の労働者やその家族の移入による人口増加にも対応できない状況である。

本プロジェクトは、ダルハン市住民の衛生環境の改善に資することを目標として、

同市給水施設の老朽化による給水量の減少を改善し、長期間広範囲にわたる断水のリ

スクを解消し、さらに、今後予定される工業化による同市の人口増加に対応した安定

的な給水量を確保することを目的とする。

３．プロジェクトの全体計画概要

（１）プロジェクト全体計画の目標

ダルハン市民に安全で充分な水が供給される。

裨益対象の範囲及び規模：モンゴル国ダルハン市民約 75,000 人(2007 年)

（２）プロジェクト全体計画の成果

ア ダルハン市の給水施設が改善される。

イ ダルハン市上下水道公社の維持管理能力が改善される。

ウ 水道メーターが調達される。



A - 44

エ 水道メーターが設置される。

（３）プロジェクト全体計画の主要活動

ア 基幹給水施設の更新･改修･建設

イ 維持管理機材の調達

ウ 維持管理技術の指導

（４）投入(インプット)

ア日本側：無償資金協力 9.83 億円

（実施設計 0.43 億円、本体建設･調達 9.40 億円）

イ モンゴル国側：

ア) 本無償資金協力案件実施に係わる負担額：0.02 億円

イ) 本無償資金協力案件対象施設建設後の維持管理費：年 0.82 億円

（５）実施体制

主管官庁：道路運輸建設都市開発省

実施機関：ダルハン市上下水道公社

４．無償資金協力案件の内容

（１）サイト

モンゴル国ダルハン市

（２）概要

第１ステーション(水源井戸群)及び第２ステーション(送水ポンプ場)の機器更新及

び上屋の改修、塩素消毒設備の更新と塩素棟の改修、ゲル地区給水施設(給水キオスク、

配水管路)の建設、及び維持管理用機材(トラッククレーン、移動溶接機、水質分析器、

水道メーター)の調達。

施設･機材の運転操作員を対象とするポンプ機器及び塩素消毒設備の運転操作にか

かるソフトコンポーネントの実施。

（３）相手国側負担事項

①用地の確保

②地下埋設物情報の提供、掘削時立会い

③既設施設と更新施設の接続工事の立会い

④洗浄及び試験用水の提供

⑤完成時消毒の作業協力

⑥電力線の引き込み

（４）概算事業費

概算事業費 9.85 億円（日本側負担 9.83 億円、モンゴル国側負担 0.02 億円）

（５）工期

入札期間を含め 22 ヶ月。

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮
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５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して）

なし

６．過去の類似案件からの教訓の活用

特になし。

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標

成果指標 現状(2007 年) 計画値（2011 年）

生産水量 日平均生産水量:13,575m3/日 日平均生産水量:21,800m3/日

塩素消毒 塩素消毒を実施していない。 塩素消毒が実施可能になる。

（２）その他の成果指標

特になし。

（３）評価のタイミング

2011 年以降。（協力対象施設の竣工後）
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